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る分布記録の再検討，および水中写真に基づく Uropterygius cf. polyspilus の記録．Nature of 

Kagoshima，45: 385–390. 

7. 和田英敏・伊東正英・本村浩之．2019．薩摩半島南西岸から得られたオオクチイケカツオの日本にお

ける 3 個体目の記録およびブリハダムシの新たな宿主事例．Nature of Kagoshima，45: 323–327． 

6. 荻野  星・平  瑞樹・田代郷国・Sirikanya Chungthanawong・和田英敏・藤原恭司・川間公達・

Emmanuel S. Delloro Jr.・荒木萌里・立川日奈子・松沼瑞樹．2019．鹿児島県いちき串木野市観音ヶ

池の護岸工事水抜きに伴う魚類相の現状把握．Nature of Kagoshima，45: 225–228. 

5. 和田英敏・本村浩之．2019．チカメタカサゴの日本における成魚 3 個体目の記録．Nature of 

Kagoshima，45: 193–195. 

4. 和田英敏・萩原清司・本村浩之．2018．鹿児島県沖永良部島から得られた北限記録のヒラウミタケハ

ゼおよび本種の生態学的新知見．Nature of Kagoshima，45: 103–107． 

3. 和田英敏・本村浩之．2018．ニザダイ科魚類ナガテングハギモドキの鹿児島県薩摩半島と種子島から

の記録．Nature of Kagoshima，44: 315–319. 

2. Iwatsuki, Y., Nagino, H., Tanaka, F., Wada, H., Tanahara, K., Wada, M., Tanaka, H., Hidaka, K. and Kimura, 

S. 2017. Annotated checklist of marine and freshwater fishes in the Hyuga Nada area, southwestern 

Japan. The Bulletin of the Graduate School of Bioresources, Mie University, 43: 27–55. 

1. Koeda, K., Maekawa, T., Wada, H. and Motomura, H. 2016. Records of the Orange Goatfish, 

Mulloidichthys pflugeri (Teleostei: Mullidae), from Amami-oshima and Yonaguni-jima islands in the 

Ryukyu Archipelago, southern Japan. South Pacific Studies, 37: 1–8. 

 

【学会・研究会発表】 

口頭発表 

15. 和田英敏, 2025 (February 2).研究発表 4：“古標本”で遡る 100 年前の相模湾産魚類相. 第 48 回 相

模湾海洋生物研究会・研究発表会, 横須賀市自然・人文博物館. 

14. 和田英敏, 2025 (February 1). 研究発表 1：“古標本”でみる 100 年前の日本沿岸の魚たち. 第 63 

回熊本野生生物研究会 会員研究発表, 熊本市大江公民館. 



13. 和田英敏・有年由貴子・瀬能 宏・本田康介・藍澤正宏, 2024 (December 14–15). 口頭発表演題 6：

古標本から辿る 1940 年までの相模湾産魚類相と現在までの変遷. 第 79 回⿂類⾃然史研究会, 神

奈川県立生命の星・地球博物館. 

12. 望月健太郎・藍澤正宏・小林健二・和田英敏, 2024 (December 14–15). 口頭発表演題 5：標本および

文献記録に基づく関東地方におけるシナイモツゴの記録の再整理. 第 79 回⿂類⾃然史研究会, 

神奈川県立生命の星・地球博物館. 

11. 松沼瑞樹・和田英敏・金井聖弥・田城文人・本村浩之．2023．日本産ヒラメ科ガンゾウビラメ属の分類

学的再検討．発表番号 26．2023 年度日本魚類学会年会．長崎大学文教キャンパス，長崎市，

2023 年 9 月 1–4 日． 

10. 和田英敏・瀬能 宏・本村浩之・甲斐嘉晃．南西太平洋タスマン海から得られたシロカサゴ科クロカサ

ゴ属の 1 未記載種．発表番号 53．2022 年度日本魚類学会年会，大阪公立大学杉本キャンパス，

大阪市，2022 年 9 月 17–20 日． 

9. 和田英敏・髙瀬 歩・瀬能 宏．伊豆半島東岸から得られたベニハゼ属（ハゼ科）の１未記載種および

類似種群との形態的特徴・分布・生息環境の比較．発表番号 O-22．日本動物分類学会 第 57 回

大会，オンライン（法政大学主催），2022 年 6 月 4–5 日． 

8. 和田英敏・是枝伶旺・古𣘺𣘺龍星・中川龍一・本村浩之．九州・大淀川水系萩原川のコウライオヤニラミ

外来個体群における体サイズ組成の経年的変化．発表番号 1-1．第 1 回若手魚類研究発表会，オ

ンライン（日本魚類学会若手の会主催），2021 年 12 月 4 日． 

7. 和田英敏・瀬能 宏．相模湾と伊豆諸島八丈島から得られたハタ科イズハナダイ属の 1 未記載種．発

表番号 O-19．日本動物分類学会 第56回大会，オンライン（京都大学主催）．2021年 6月 5–6日． 

6. 和田英敏・松井英司・松井謙弥・本村浩之．熊本県菊池川および唐人川から得られたカライワシ仔魚

の記録．研究発表 1．熊本野生生物研究会第 55 回会員研究発表会，熊本市国際交流会館，熊本

市，2021 年 2 月 6 日． 

5. 和田英敏・甲斐嘉晃・本村浩之．シロカサゴ科シロカサゴ属 Setarches の新参異名とされていたアカカ

サゴ属 Lythrichthys の有効性と 2 未記載種．発表番号 27．2020 年度日本魚類学会年会，オンライ

ン，2020 年 10 月 31 日–11 月 1 日． 

4. 和田英敏・是枝伶旺・古𣘺𣘺龍星・本村浩之．韓国原産淡水性魚類コウライオヤニラミの九州・大淀川水

系における分布状況．研究発表 2．熊本野生生物研究会第 54 回会員研究発表会，オンライン， 

2020 年 2 月 1 日． 

3. 和田英敏・甲斐嘉晃・本村浩之．シロカサゴ科シロカサゴ属魚類 Setarches guentheri の新参異名とさ

れていた S. fidjiensis の有効性．発表番号 47．2019年度日本魚類学会年会，高知大学朝倉キャン

パス，高知市， 2019 年 9 月． 



2. 和田英敏・三木涼平・上城拓也・本村浩之．熊本県天草市近海から得られた熊本県初記録を含む魚

類．研究発表 1．熊本野生生物研究会第 52 回会員研究発表会，熊本市現代美術館，熊本市，

2019 年 2 月 2 日． 

1. 木村祐貴・小枝圭太・日比野友亮・三木涼平・坂上 嶺・芦野洸介・稲葉智樹・小出佑紀・松尾 怜・岡

本直大・小山内泉帆・上原大知・和田英敏・藤本将也・葛原裕恒・峯苫 健．緑の火山島，口永良部

島の魚類相．発表番号 59．2017 年度日本魚類学会年会，北海道大学函館キャンパス，函館市，

2017 年 9 月 15–18 日． 

 

ポスター発表 

14. 和田英敏・瀬能 宏・藍澤正宏・鈴木寿之, 2024 (September 6–9). ポスター発表演題 126：日本産ア

ゴアマダイ科魚類の標徴および分布記録の再検討. 2024 年度日本魚類学会年会, 福岡工業大学. 

13. 野村玲偉・上地健琉・宮本 圭・和田英敏・小林靖尚・宮崎佑介, 2024 (September 6–9). ポスター発

表演題 105： 日本産スミツキハナダイ属 2 種の性的二型および産卵期と性転換に関する新知見. 

2024 年度日本魚類学会年会, 福岡工業大学. 

12. 饗場空璃・和田英敏・遠藤広光, 2024 (September 6–9). ポスター発表演題 104： 高知県と神奈川県

から得られたイズハナダイ属の１未記載種（ハタ科ハナダイ亜科）. 2024 年度日本魚類学会年会, 福

岡工業大学. 

11. Wada, H., Aizawa, M., Sakamoto, K., Koeda, K., Hata, H., Ueshima, R. and Kuroki, M. Current status of 

the type specimens of extant fishes registered in The University Museum, The University of Tokyo. Poster 

session No. 474. The 11th Indo-Pacific Fish Conference and the Annual Conference of the Australian 

Society for Fish Biology, University of Auckland, Auckland, New Zealand, 20–24 Nov. 2023. 

10. 野村玲偉・上地健琉・和田英敏・宮崎祐介．2023．ハナダイ科スミツキハナダイ属魚類の分類学的再

検討および尖閣諸島から得られた 1 未記載種．発表番号 83．2023 年度日本魚類学会年会，長崎大

学文教キャンパス，長崎市，2023 年 9 月 1–4 日． 

9. 和田英敏・瀬能 宏・手良村知功・小枝圭太・本村浩之．2023．日本と台湾の黒潮流域から得られた

標本と写真に基づくオガサワラカサゴの標徴および分布記録の再検討．発表番号 96．2023 年度日

本魚類学会年会，長崎大学文教キャンパス，長崎市，2023 年 9 月 1–4 日． 

8. 和田英敏・瀬能 宏・本村浩之．2021．南西太平洋から得られたシロカサゴ科ヤセアカカサゴ属の 2 未

記載種．発表番号 51．2021 年度日本魚類学会年会，オンライン，2021 年 9 月 18–20 日． 

7. Wada, H., Kai, Y. and Motomura, H. Validity of the deepsea scorpionfish genus Lythrichthys, previously 

regarded as a junior synonym of Setarches (Setarchidae). The 2nd ICFAES 2019 International 

Conference on Fisheries, Aquatic and Environmental Sciences 2019 In Conjunctions with the 6th ASI 

2019 Annual Conference of The Asian Society of Ichthyologist 2019, Syiah Kuala University, Banda 

Ache, Indonesia, 19–20 June 2019. 



6. 和田英敏・伊東正英・本村浩之．日本初記録種のアジ科魚類 Trachinotus anak および近年鹿児島県

本土近海から確認された南方系魚類成魚の偶来記録の総括．発表番号 P-23．日本動物分類学会

第 55 回大会，神奈川県立生命の星・地球博物館，小田原市，2019 年 6 月 8–9 日． 

5. Wada, H., Kai, Y. and Motomura, H. Taxonomic review of the genus Setarches (Setarchidae) in East Asia. 

The Annual Conference of the Asian Society of Ichthyologists 2018, Guangxi University, Nanning, 

China, 1–5 Dec. 2018. 

4. 和田英敏・甲斐嘉晃・本村浩之，西太平洋から得られたシロカサゴ科シロカサゴ属の 3 未記載種．発

表番号 85．2018 年度日本魚類学会年会（50 周年記念大会），国立オリンピック記念青少年総合セ

ンター，東京都新宿区，2018 年 10 月 5–8 日． 

3. 和田英敏・瀬能 宏・宮本 圭・本村浩之．日本近海から得られたハタ科イズハナダイ属の色彩多型．

発表番号 P-25．日本動物分類学会第 54 回大会，鹿児島大学理学部，鹿児島市，2018 年 6 月 9–

10 日． 

2. 和田英敏・岩槻幸雄．パラオ共和国から発見されたクロサギ科ミナミクロサギ類似種群の未記載種．発

表番号 94．2017 年度日本魚類学会年会，北海道大学函館キャンパス，函館市，2017 年 9 月 15–

18 日． 

1. 小枝圭太・日比野友亮・吉田朋弘・木村祐貴・三木涼平・國島大河・笹木大地・古川享尚・櫻井もも

子・江口慶輔・鈴木 啓・稲葉智樹・上城拓也・田中咲妃・藤澤美咲・和田英敏・内山鉄平．日本最

西端の島：与那国島の魚類相．発表番号 100．2016 年度日本魚類学会年会，岐阜大学柳戸キャン

パス，岐阜市，2016 年 9 月 23–26 日． 

 

【助成金】 

4. 日本学術振興会科学研究費補助金若手研究（24K16204；2024–2025 年度）「“古標本”から読み解く

100 年単位の日本の海産魚類相の変遷」研究代表者 

3. 令和 5 年度御蔵島観光協会海域調査研究助成「御蔵島産魚類相の基礎調査」研究代表者 

2. 日本学術振興会科学研究費補助金特別研究員奨励費（PD: 21J01755；2021–2023年度）「グローバル

コンベアーベルトが形づくる海底魚類における汎世界的分布の実態解明」研究代表者 

1. 2019 年度笹川科学研究助成（2019-4105；2019 年度）「汎世界的分布種シロカサゴの分散から読み解

くグローバルコンベアーベルトによる生態輸送システムの実態解明」研究代表者 

 

【賞与等】 

3. 2022 年度日本魚類学会論文賞．Wada, H., Kai, Y. and Motomura, H. 2021. Revision of the resurrected 

deepwater scorpionfish genus Lythrichthys Jordan and Starks 1904 (Setarchidae), with descriptions of 

two new species. Ichthyological Research, 68: 373–403. (2022 年 8 月 1 日) 



2. Ichthyological Research―2021 Editor’s Choice Articles. Wada, H., Kai, Y. and Motomura, H. 2021. 

Revision of the resurrected deepwater scorpionfish genus Lythrichthys Jordan and Starks 1904 

(Setarchidae), with descriptions of two new species. Ichthyological Research, 68: 373–403. (2021 年 12

月 8 日) 

1. First Best Poster. The 2nd ICFAES 2019 International Conference on Fisheries, Aquatic and Environmental 

Sciences 2019 In Conjunctions with The 6th ASI 2019 Annual Conference of The Asian Society of 

Ichthyologist 2019, Banda Ache, Indonesia, 19–20 June 2019. (2019 年 6 月 19 日) 

 

以上 


